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 去
る
６
月

10
日
、
京
都
市
立

鳴
滝
総
合
支
援
学
校
で
「
卓
球

バ
レ
ー
競
技
発
展
の
地
」
と
い

う

記

念

碑

の

除

幕

式

が

行

わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
事
に
つ
い
て
、

詳

細

を

記

し

た

い

と

思

い

ま

す
。
昨
年
６
月
、
第

30
回
全
京

都

障

害

者

総

合

ス

ポ

ー

ツ

大

会

総

合

開

会

式

で

門

川

京

都

市
長
に
お
会
い
し
た
と
き
、
市

長
か
ら
「
卓
球
バ
レ
ー
競
技
が

京

都

で

こ

れ

だ

け

多

く

の

チ

ー
ム
が
参
加
し
、
全
国
的
に
も

広
が
っ
て
い
る
と
聞
く
。
元
鳴

滝

養

護

学

校

の

取

り

組

み

に

よ

っ

て

広

が

っ

た

と

言

わ

れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
に

何
か
残
し
て
は
ど
う
か
」
と
い

う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
話
を
受
け
て
、
京
都
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
、
京
都
市

教
育
委
員
会
、
京
都
市
立
鳴
滝

総
合
支
援
学
校
、
京
都
卓
球
バ

レ

ー

協

会

の

四

団

体

の

皆

様

と
相
談
し
、
平
成

23
年
は
、
京

都
卓
球
バ
レ
ー
協
会
設
立
五 

            
周
年
に
あ
た
る
た
め
、
平
成

23

年

度

鳴

滝

の

地

に

記

念

碑

を

設

置

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た
。
９
月
に
は
、
前
記
四
団
体

で

記

念

碑

設

置

に

向

け

て

実

行

委

員

会

を

立

ち

上

げ

ま

し

た
。 ８

月

〜

９

月

に

か

け

て

卓

球

バ

レ

ー

の

発

展

の

経

過

を

確
認
す
る
た
め
、
鳴
滝
総
合
支

援
学
校
の
北
村
前
校
長
に
、
こ

の
競
技
が
行
わ
れ
た
当
時
、
大

阪

茨

木

養

護

学

校

刀

根

山

分

校

に

在

籍

し

て

い

た

筋

ジ

ス

ト

ロ

フ

ィ

ー

症

の

方

に

お

話

を
伺
っ
て
も
ら
い
、
私
は
当
時

指

導

さ

れ

て

い

た

土

佐

先

生

に

電

話

や

フ

ァ

ッ

ク

ス

で

連

絡

を

と

っ

て

卓

球

バ

レ

ー

を

行
っ
た
経
緯
を
聞
き
、
そ
の
結

果

を

受

け

て

記

念

碑

の

説

明

文

を

次

の

よ

う

に

決

定

し

ま

し
た
。 

＊  

卓
球
バ
レ
ー
は
、
大
阪
の
筋

ジ

ス

ト

ロ

フ

ィ

ー

症

児

が

在

籍

す

る

養

護

学

校

で

考

案

さ

れ
、
今
日
、
全
国
で
障
害
の
あ

る
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々

に

広

く

親

し

ま

れ

る

ス

ポ

ー

ツ

と

し

て

発

展

し

て

き

ま

し

た
。
京
都
に
於
い
て
は
、
昭
和

49
年(

１
９
７
４
年)

の
「
第
五

回

近

畿

筋

ジ

ス

ト

ロ

フ

ィ

ー

症

児

交

歓

会

ス

ポ

ー

ツ

交

流

会
」
で
実
施
さ
れ
て
以
降
、
京

都
市
立
鳴
滝
養
護
学
校(

現
鳴

滝
総
合
支
援
学
校)

が
競
技
発

展
の
中
心
と
な
る
と
と
も
に
、

京

都

障

害

者

ス

ポ

ー

ツ

振

興

会
が
そ
の
普
及
に
取
り
組
み
、 

 

平

成

19

年(

２

０

０

７

年)

に

は
京
都
卓
球
バ
レ
ー
協
会
が
設

立
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
卓
球
バ
レ
ー
競
技
に
お

け
る
京
都
市
立
鳴
滝
総
合
支
援

学
校
の
功
績
を
称
え
、
後
世
に

語
り
継
が
れ
る
こ
と
を
願
い
、

卓
球
バ
レ
ー
競
技
の
普
及
・
発

展
に
御
尽
力
さ
れ
た
有
志
の
皆

様
の
篤
志
に
よ
り
、
こ
の
碑
を

設
置
し
ま
す
。 

平
成

23
年
６
月

10
日 

卓
球
バ
レ
ー
競
技 

記
念
碑
設
置
実
行
委
員
会  

＊ 

（
裏
面
へ
） 

                    

  １２（火 ） 丹 波 障 害 者 のスポーツのつどい 丹 波 自 然 運 動 公 園  来 月 の 

１７（日 ） 第 ３１回 全 京 都 障 害 者 総 合 スポーツ大 会  卓 球 大 会  京 都 市 障 害 者 スポーツセンター つどいは 

２４（日 ） 城 陽 障 害 者 スポーツのつどい サン・アビリティーズ城 陽  
７月  

３１（日 ） 乙 訓 障 害 者 スポーツのつどい 大 山 崎 町 体 育 館  
8 / 14 

行
事
予
定 

 京 都 障 害 者 スポーツ振 興 会 ホームページ    TEL／FAX０７５－７１２－７０１０ 

 
   http://web.kyoto-inet.or. jp/people/spo-shin/ (２０１１年 ６月 １９日 に一 部 更 新 ) 

第 ２日 曜 日  

 

 

「
京
都
卓
球
バ
レ
ー
協
会 設

立
五
周
年
を
記
念
し
て
」  

京
都
卓
球
バ
レ
ー
協
会
会
長 

 

片
山
美
代
子  
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（
表
よ
り
） 

 
実
行
委
員
会
で
は
、
記
念
碑

等
に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
、

四

団

体

で

募

金

活

動

を

11

月

か

ら

２

月

ま

で

行

う

こ

と

に

し
ま
し
た
。
有
志
の
方
々
の
多

大

な

る

御

理

解

御

協

力

を

得

て
、
２
６
５
、
２
１
９
円
が
集

ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
２

月
以
降
、
記
念
碑
の
設
置
に
向

け
た
業
者
へ
の
依
頼
、
除
幕
式

の

準

備

等

を

進

め

６

月

10

日

を
迎
え
ま
し
た
。
今
に
も
雨
が

降
り
そ
う
な
中
、
記
念
式
典
は

学
校
の
体
育
館
で
実
施
、
学
校

正

門

向

か

っ

て

左

側

に

現

場

が
あ
り
ま
す
。 

 

本
年

10
月

23
日
、
全
国
障
害

者

ス

ポ

ー

ツ

大

会

の

オ

ー

プ

ン
競
技
と
し
て
、
卓
球
バ
レ
ー

が

山

口

県

萩

市

で

行

わ

れ

ま

す
。
京
都
市
か
ら
西
陣
工
房
、

京
都
府
か
ら
キ
ラ
ラ(

京
田
辺

市)

の
２
チ
ー
ム
が
参
加
さ
れ

ま
す
。
京
都
の
よ
い
所
を
大
い

に

発

揮

し

て

楽

し

く

交

流

し

て
き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
、
関
東
方
面
に
は
、

卓

球

バ

レ

ー

が

実

施

さ

れ

て

い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
卓

球

バ

レ

ー

が

益

々

発

展

し

ま

す
よ
う
に
、
振
興
・
普
及
に
尽

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

ス
ポ
振
ル
ネ
サ
ン
ス 

(

３９)
 

〜
心
で
つ
な
ぐ
活
動
を
！
〜 

京
都
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会 

副
会
長 

 

水 

谷 
 

裕 

 

先
月
６
月

17
日
、
『
ス
ポ
ー

ツ
基
本
法
』
が
超
党
派
議
員
立

法
で
成
立
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
昭
和
三
十
六
年
に

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
た
「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
法
」
を
全
面
的
に

改
正
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

 
 

前
文
の
書
き
出
し
で
「
ス
ポ

ー
ツ
は
、
世
界
共
通
の
人
類
の

文
化
で
あ
る
。
」
と
表
記
し
た

上
で
、
「
…
前
段
略
…
、
ス
ポ

ー
ツ
は
、
心
身
の
健
全
な
発
達
、

健
康
及
び
体
力
の
保
持
増
進
、

精
神
的
な
充
足
感
の
獲
得
、
自

律

心

そ

の

他

の

精

神

の

涵か

ん

養

等

の

た

め

に

個

人

又

は

集

団

で

行

わ

れ

る

運

動

競

技

そ

の

他
の
身
体
活
動
で
あ
り
、
今
日
、

国

民

が

生

涯

に

わ

た

り

心

身

と

も

に

健

康

で

文

化

的

な

生

活

を

営

む

上

で

不

可

欠

の

も

の
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ

を

通

じ

て

幸

福

で

豊

か

な

生

活

を

営

む

こ

と

は

、

全

て

の

人
々
の
権
利
で
あ
り
、
全
て
の

国
民
が
そ
の
自
発
性
の
下
に
、

各
々
の
関
心
、
適
性
等
に
応
じ

て
、
安
全
か
つ
公
正
な
環
境
の

下

で

日

常

的

に

ス

ポ

ー

ツ

に

親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

又

は

ス

ポ

ー

ツ

を

支

え

る

活

動

に

参

画

す

る

こ

と

の

で

き

る

機

会

が

確

保

さ

れ

な

け

れ

ば
な
ら
な
い
。
…
後
段
略
…
」

と
、
全
て
の
国
民
（
当
然
、
障

害

の

あ

る

人

を

含

ん

で

い

ま

す
）
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
画

す

る

権

利

を

有

し

て

い

る

こ

と
を
記
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
従
来
の
「
ス
ポ
ー
ツ

振
興
法
」
と
違
う
と
こ
ろ
は
、

条
項
の
文
中
に
「
障
害
者
」
と

い

う

字

句

や

、

障

害

の

あ

る

人

々

の

ス

ポ

ー

ツ

活

動

を

進

め

る

に

あ

た

っ

て

の

視

点

な

ど

が

盛

り

込

ま

れ

て

い

る

と

こ
ろ
で
す
。 

主

な

も

の

を

書

き

出

し

て

み
ま
す
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
。 

第
２
条
（
基
本
理
念
）
５
項 

ス

ポ
ー
ツ
は
、
障
害
者
が
自
主
的

か

つ

積

極

的

に

ス

ポ

ー

ツ

を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障

害

の

種

類

及

び

程

度

に

応

じ

必

要

な

配

慮

を

し

つ

つ

推

進

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

同
６
項 

ス
ポ
ー
ツ
は
、
我
が

国
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
（
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
の
選
手
を
含
む
。
）
が

国
際
競
技
大
会
（
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク

競

技

大

会

そ

の

他

の

国

際

的

な

規

模

の

ス

ポ

ー

ツ

の

競

技
会
を
い
う
。
）
又
は
全
国
的

な

規

模

の

ス

ポ

ー

ツ

の

競

技

会

に

お

い

て

優

秀

な

成

績

を

収
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ス

ポ

ー

ツ

に

関

す

る

競

技

水

準

の

向

上

に

資

す

る

諸

施

策

相

互

の

有

機

的

な

連

携

を

図

り
つ
つ
、
効
果
的
に
推
進
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第

12
条
（
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
等
）
２
項 

前
項
の
規
定
に

よ
り
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
整
備
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
利
用
の
実
態
等
に

応
じ
て
、
安
全
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
障
害
者
等
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。 

以
上
の
ほ
か
に
も
、
次
の
こ

と
な
ど
も
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

第

26
条
２
項
で
は
、
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
日
本

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
国
及

び
開
催
地
の
都
道
府
県
が
共
同

し
て
開
催
す
る
こ
と
。 

同
３
項
で
は
、
国
は
、
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
円
滑

な
実
施
及
び
運
営
に
資
す
る
た

め
、
日
本
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
及
び
開
催
地
の
都
道
府
県
に

対
し
、
必
要
な
援
助
を
行
う
こ

と
。 

 

第

27
条
２
項
で
は
、
国
は
、

日
本
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
等

が
行
う
国
際
的
な
規
模
の
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
の
た
め
の
事
業
に

関
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
た

め
、
緊
密
な
連
絡
を
図
る
こ
と
。 

第

33
条
で
は
、
国
は
、
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施

及
び
運
営
に
要
す
る
経
費
そ
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
。 

こ
れ
ら
の
内
、
第
２
条
５
項

と
第

12
条
２
項
は
、
こ
れ
か
ら

の
障
害
の
あ
る
人
々
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
環
境
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
も
の
と
考
え
、
期
待
し

て
い
ま
す
。 

何
故
な
ら
、
今
ま
で
も
障
害

の
あ
る
人
々
に
関
す
る
基
本
理

念
は
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
く
ま

で
障
害
者
福
祉
的
な
視
野
で
し

か
な
く
、
今
回
は
、
障
害
の
あ

る
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
自
主
的
か

つ
積
極
的
に
行
え
る
よ
う
、
障

害
の
種
類
及
び
程
度
に
応
じ
必

要
な
配
慮
を
明
確
に
提
起
し
て

い
る
こ
と
。 

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
整

備
す
る
に
当
た
っ
て
、
障
害
の

あ
る
人
々
等
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
も
明

確
に
提
起
し
て
い
る
こ
と
は
、

た
だ
単
に
、
障
害
の
あ
る
人
の

た
め
の
福
祉
の
街
づ
く
り
を
ベ

ー
ス
と
し
た
建
築
的
配
慮
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
お
け
る
人
的
整
備
、
さ
ら
に

は
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
も
意

味
し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

こ
の
『
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
』

が
成
立
さ
れ
た
の
を
機
に
、
京

都
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
は
、

「

ど

ん

な

障

害

が

あ

っ

て

も

…

」
「

人

数

に

関

係

な

く

…

」

「
ど
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
も

…
」
の
目
標
達
成
に
向
け
、
障

害
の
あ
る
人
々
が
実
践
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
を
、
さ

ら
に
意
識
的
に
力
強
く
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 


